




（注６）に示した理由により予算額に比して決算額が3,318百万円多額となっております。

長期借入金償還金については、借入時期を遅らせたことにより、予算額に比して決算額が53百万円少額となっ
ております。

(注15）

(注５） 雑収入については、機器等使用料などの増収により、予算額に比して決算額が166百万円多額となっておりま
す。

(注10） 診療経費については、患者数及び手術件数の増等に伴う診療費用の増により、予算額に比して決算額が2,350百
万円多額となっております。

教育研究経費については、経費の節減に努めたため、予算額に比して決算額が951百万円少額となっておりま
す。

目的積立金取崩については、執行計画の見直しにより、予算額に比して決算額が266百万円多額となっておりま
す。

（注３）に示した理由により予算額に比して決算額が320百万円多額となっております。

(注９）

(注４） 附属病院収入については、患者数及び手術件数の増等により、予算額に比して決算額が2,253百万円多額となっ
ております。

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、受託研究及び寄附金の受入れ増等により、予算額に比して
決算額が3,757百万円多額となっております。

承継剰余金については、予算の段階では予定していなかった国からの承継剰余金の使用により、予算額に比し
て決算額が3百万円多額となっております。

(注８）

(注６）

(注７）

(注13）

(注14）

(注11） 一般管理費については、経費の節減に努めたため、予算額に比して決算額が691百万円少額となっております。

(注12） （注２）に示した理由により予算額に比して決算額が9百万円多額となっております。




